
 

 

 

 

 
 

基町相生通地区第一種市街地再開発事業について 
 
１ 要旨・目的 
  基町相生通地区第一種市街地再開発事業について，施行者（予定）から，広島市に対して提案された
都市再生特別措置法に基づく都市計画提案について，令和４年３月３日に都市計画決定されたので，そ
の概要について報告する。   

 
２ 経緯 

平成29年３月 「ひろしま都心活性化プラン」を策定 
平成30年９月 広島市から広島商工会議所に対し，同商工会議所ビルの移転・建設については， 

市営基町駐車場周辺の再開発事業として検討することを提案 
平成30年10月 国が「広島紙屋町・八丁堀地域」を都市再生緊急整備地域に指定 
平成30年10月 広島市から(独)都市再生機構へ事業化検討に係る協力を要請 

（他の関係権利者等も同様に要請） 
令和元年12月 民間事業者の優れたノウハウを活かすため，地権者等からの要請に基づき当地区のコー

ディネーターである(独)都市再生機構が事業化検討パートナーの募集を開始 
令和２年６月 事業化検討パートナーを決定※ 
令和２年９月 国が都市再生緊急整備地域である広島駅周辺地域と広島紙屋町・八丁堀地域を「広島都

心地域」として統合した上で，その一部を特定都市再生緊急整備地域に指定 
令和３年８月 広島市の基町駐車場（地下の市営基町駐輪場の部分を除く。）と広島商工会議所ビルの

財産交換に伴い，広島商工会議所が本事業に地権者として参画。これを踏まえ，地権者
及び(独)都市再生機構との間で再開発事業の実施に必要な基本的事項を取りまとめた
「基本合意書」を締結 

令和３年９月 地元説明会の開催（計画の概要，公共施設整備等の概要，計画実現に向けての手続き，
事業スケジュールについて説明） 参加人数81人 

令和３年９月 プレスリリース 
令和３年10月 広島市に都市計画提案 
令和４年２月 広島市都市計画審議会に付議 
令和４年３月 広島市が都市計画決定 
※ 朝日グループ共同企業体（(株)朝日新聞社，(株)朝日ビルディング，オリックス(株)（令和3年7月にオリ
ックス不動産(株)に地位承継），(株)竹中工務店） 

 
３ 概要 
（１）都市計画決定の内容（詳細は別紙１のとおり。） 

・ 業務・ホテル等からなる複合施設等の整備によるにぎわいと魅力ある都市空間を形成するため， 
第一種市街地再開発事業を決定。（事業の概要等は別紙２のとおり。） 

・ 用途地域等による容積率制限や斜線制限等を適用除外とし，用途地域等による規制にとらわれな
い各種限度を定めるため，基町相生通地区（本事業区域）を都市再生特別地区として追加。  

 
都市計画決定の内容 

第一種市街地再開発事業 都市再生特別地区 
施行区域・面積（約1.0ha） 
建築物の整備 建築面積：約5,700㎡ 

主要用途：事務所，ホテル，店舗 等 
建築敷地の整備（敷地面積7,500㎡）等 

施行区域・面積（約1.0ha） 
建築物の容積率の最高限度（900％） 
建築物の容積率の最低限度（250％） 
建築物の建ぺい率の最高限度（80％） 
建築物の建築面積の最低限度（200㎡） 
建築物の高さの最高限度（170ｍ）等 

  
（２）スケジュール 

令和４～５年度  施行認可及び権利変換計画認可，認可後速やかに工事に着手 
令和９年度    高層棟及び変電所棟竣工 
令和11年度    市営駐輪場棟竣工 

 

４ 今後の対応 
  県においては，紙屋町・八丁堀地区の活性化に向けた官民連携のリーディングプロジェクトとして，
県の中枢拠点性の向上に資する都心空間の形成が図られるよう，今年度から施行者に対して調査設計
計画の実施に要する費用の補助を行っていく。 
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